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ブ
ナ
の
根
開
き
（
青
森
県
西
目
屋
村
）

ア
メ
リ
カ
へ
出
発
す
る
直
前
、
ぎ
っ
く
り
腰
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
起
き
上
が
る
の
も
や
っ

と
、
長
く
歩
く
こ
と
は
と
て
も
で
き
ま
せ
ん
。
2

〜
3
日
た
て
ば
動
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
さ

て
飛
行
機
に
乗
り
、
空
港
を
移
動
で
き
る
か
ど
う

か
で
す
。

す
が
る
思
い
で
航
空
会
社
に
電
話
し
た
と
こ
ろ

車
椅
子
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
と
の
こ
と
。

航
空
会
社
は
レ
ベ
ル
の
高
い
車
椅
子
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
整
え
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
が
幸
い

し
ま
し
た
。
途
中
き
め
細
や
か
に
気
遣
っ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
飛
行
機
に
乗
せ
て
も
ら
い
、
ア
メ
リ

カ
へ
向
か
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
心
配
で
し
た
が
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
空

港
に
着
く
と
、
飛
行
機
の
入
り
口
で
車
椅
子
サ

ポ
ー
ト
の
方
が
待
機
し
て
い
て
、
入
国
審
査
の
手

続
き
、
荷
物
の
受
け
取
り
も
す
べ
て
手
伝
っ
て
く

れ
ま
す
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
移
動
す
る
と
サ
ポ
ー
ト

係
員
も
別
の
係
員
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。
サ
ポ
ー
ト

の
流
れ
は
極
め
て
ス
ム
ー
ズ
で
す
。
さ
す
が
ア
メ

リ
カ
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
の
先
進
国
、
車
椅
子

の
移
動
は
当
た
り
前
な
の
で
す
。
海
外
の
主
要
な

都
市
の
国
際
空
港
は
ハ
ブ
空
港
と
し
て
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
利
用
者
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
に
大

き
す
ぎ
て
移
動
が
一
苦
労
、
決
し
て
使
い
や
す
い

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
年
配
の
方
も
空
港
内
の
移
動

は
大
変
で
す
。

サ
ポ
ー
ト
す
る
側
も
当
た
り
前
の
行
為
と
し
て

移
動
の
手
伝
い
を
し
ま
す
の
で
、
受
け
る
側
は
申

し
訳
な
い
と
い
う
気
持
ち
の
負
担
感
も
少
な
く
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
も
ち
ろ

ん
チ
ッ
プ
は
払
い
ま
す
が
無
料
サ
ー
ビ
ス
で
す
）

た
だ
利
用
す
る
人
が
多
い
の
で
、
屈
強
な
男
性
サ

ポ
ー
ト
の
方
も
へ
と
へ
と
の
様
子
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
高
齢
化
の
時
代
、
サ
ポ
ー
ト
の
需
要
は

益
々
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
空
港
内
の
ス

ム
ー
ズ
な
移
動
対
策
は
必
要
で
す
。

日
本
の
場
合
は
、
実
に
き
め
細
か
に
一
生
懸
命

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。
逆
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

側
も
さ
れ
る
側
も
疲
れ
て
し
ま
う
側
面
も
あ
り
ま

す
。
た
だ
お
国
柄
と
し
て
「
心
を
込
め
て
」
の
姿

勢
は
忘
れ
て
ほ
し
く
な
い
も
の
で
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
の
御
蔭
で
、
無
事

ア
メ
リ
カ
に
た
ど
り
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
然
の
権
利
で
は
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
感
謝
で

す
。

今回のフォーラムで紹介する西目
屋村は、世界遺産「白神山地」の
玄関となっている。ブナの原生林で
は初夏を迎えてもそこかしこに雪が
残っているが、雪解けは刻々と進ん
でいく。ブナの木の根元の雪が丸く
溶けることを「根開き」と呼び、北
海道や東北地方では遅い春の訪れ
を象徴する季語でもある。
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懇
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催
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活 動

5
月
23
日
（
金
）、「
内
閣
総
理
大
臣
と

市
町
村
長
と
の
懇
談
会
」
が
首
相
官
邸
で

開
催
さ
れ
、
本
会
か
ら
は
藤
原
会
長
（
長

野
県
町
村
会
長
・
川
上
村
長
）
及
び
副
会

長
10
名
が
出
席
し
た
。

懇
談
会
に
は
安
倍
総
理
大
臣
、
新
藤
総

務
大
臣
、
加
藤
内
閣
官
房
副
長
官
、
世
耕

内
閣
官
房
副
長
官
、
関
口
総
務
副
大
臣
、

伊
藤
総
務
大
臣
政
務
官
等
が
出
席
。ま
た
、

本
会
か
ら
は
、
藤
原
会
長
、
古
口
会
長
代

行
副
会
長
（
栃
木
県
町
村
会
長
・
茂
木
町

長
）、
谷
口
会
長
代
行
副
会
長
（
三
重
県

町
村
会
長
・
大
紀
町
長
）、
白
石
会
長
代

行
副
会
長
（
愛
媛
県
町
村
会
長
・
松
前
町

長
）、
寺
島
副
会
長
（
北
海
道
町
村
会
長
・

乙
部
町
長
）、
遠
藤
副
会
長
（
山
形
県
町

村
会
長
・
山
辺
町
長
）、
大
塚
副
会
長
（
福

島
県
町
村
会
長
・
湯
川
村
長
）、
岩
田
副

会
長
（
千
葉
県
町
村
会
長
・
東
庄
町
長
）、

杉
本
副
会
長
（
石
川
県
町
長
会
長
・
中
能

登
町
長
）、
小
出
副
会
長
（
和
歌
山
県
町

村
会
長
・
上
富
田
町
長
）、荒
木
副
会
長（
熊

本
県
町
村
会
長
・
嘉
島
町
長
）
が
出
席
し

た
。懇

談
会
で
は
、
は
じ
め
に
安
倍
総
理
大

臣
か
ら
「
地
方
の
活
性
化
は
安
倍
内
閣
に

と
っ
て
最
重
要
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。
特
に

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
国
民
が
全
国

で
安
心
し
て
快
適
な
暮
ら
し
を
営
ん
で
い

け
る
よ
う
に
、
元
気
な
地
方
を
作
っ
て
い

く
こ
と
は
国
の
課
題
で
あ
る
。
安
倍
内
閣

で
は
今
国
会
に
国
か
ら
地
方
へ
の
事
務
・

権
限
の
委
譲
等
に
関
す
る
法
案
や
、
大
都

市
制
度
の
見
直
し
、
新
た
な
広
域
連
携
の

仕
組
み
作
り
を
行
う
た
め
の
法
案
を
提
出

す
る
な
ど
、
地
方
の
活
性
化
の
た
め
の
取

組
を
着
実
に
進
め
て
お
り
、
ま
た
、
人
口

減
少
社
会
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
た
め

の
地
方
行
政
体
制
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

て
、
さ
ら
な
る
調
査
・
審
議
を
行
う
た
め
、

第
31
次
地
方
制
度
調
査
会
を
立
ち
上
げ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
第
1
次
安
倍
内
閣
で
始

め
た
地
方
分
権
改
革
は
も
と
よ
り
、
個
性

を
活
か
し
た
、
自
立
し
た
地
方
を
作
る
た

め
に
必
要
な
改
革
を
私
の
内
閣
で
さ
ら
に

進
め
て
い
き
た
い
。」
と
の
挨
拶
が
行
わ

れ
た
。

次
に
、
藤
原
会
長
か
ら
、「
町
村
が
活

力
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、
財
政
基
盤
の

強
化
が
必
要
不
可
欠
だ
が
、
本
年
度
の
地

方
財
政
対
策
に
お
い
て
、
一
般
財
源
総
額

は
前
年
度
を
上
回
る
額
が
確
保
さ
れ
、
加

え
て
、
地
域
経
済
活
性
化
に
取
り
組
む
た

め
の
財
源
と
し
て
地
域
の
元
気
創
造
事
業

の
創
設
な
ど
、
各
般
に
わ
た
り
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
御
礼
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
農
山
漁
村
を
守
っ
て
い
く
た

め
、
町
村
の
振
興
発
展
に
向
け
た
活
動
を

引
き
続
き
展
開
し
て
い
く
の
で
、
今
後
と

も
ご
支
援
い
た
だ
き
た
い
。」
と
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
懇
談
に
移
り
、
白
石
副
会
長

か
ら
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
及
び
定
住
促

進
対
策
に
つ
い
て
、大
塚
副
会
長
か
ら
は
、

東
日
本
大
震
災
及
び
原
子
力
発
電
所
事
故

か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て
、
古
口
副

会
長
か
ら
は
、
特
区
、
規
制
緩
和
、
権
限

委
譲
に
つ
い
て
の
発
言
が
あ
っ
た
。

そ
れ
を
受
け
て
、
安
倍
総
理
大
臣
か
ら

「
東
日
本
大
震
災
及
び
原
子
力
発
電
所
事

故
に
つ
い
て
、
福
島
の
風
評
被
害
を
払
拭

し
て
い
く
た
め
に
は
、
正
し
い
情
報
を

し
っ
か
り
出
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
一

番
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
、『
震

災
か
ら
の
復
興
な
し
に
日
本
の
再
生
は
な

い
』
と
い
う
考
え
方
で
、
全
力
で
ス
ピ
ー

ド
を
上
げ
て
い
く
。
特
に
住
ま
い
と
生
業

の
復
旧
に
力
を
入
れ
て
進
め
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
若
者
の
農
村
体
験
も
重
要
な

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
今
日

い
た
だ
い
た
様
々
な
課
題
に
対
し
て
も

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」

と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
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▲会議冒頭に発言する藤原会長

▲本会役員の発言に返答する安倍総理大臣（左）
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政 策
 

1
．
は
じ
め
に

内
閣
府
（
防
災
担
当
）
で
は
、
水
害
、

土
砂
災
害
、
高
潮
及
び
津
波
に
よ
る
災
害

の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
に
、
市
町
村
が
避

難
勧
告
等
を
発
令
す
る
際
の
指
針
と
な
る

「
避
難
勧
告
等
の
判
断
・
伝
達
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
つ
い
て
、学
識

経
験
者
や
地
方
公
共
団
体
、
国
の
関
係
機

関
の
意
見
を
聞
い
て
全
面
的
な
見
直
し
を

行
い
、
平
成
26
年
4
月
8
日
に
各
都
道
府

県
を
通
じ
て
市
町
村
に
通
知
し
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）

の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

2
．
背
景

「
避
難
勧
告
等
の
判
断
・
伝
達
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、
平
成
17

年
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
洪

水
や
土
砂
災
害
に
お
け
る
、
避
難
行
動
の

遅
れ
等
に
よ
り
依
然
と
し
て
多
く
の
犠
牲

者
が
出
て
い
た
こ
と
や
東
日
本
大
震
災
等

の
災
害
を
受
け
て
、
平
成
25
年
に
災
害
対

策
基
本
法
（
昭
和
36
年
11
月
15
日
法
律
第

2
2
3
号
）
が
改
正
さ
れ
、
住
民
等
の
円

滑
か
つ
安
全
な
避
難
の
確
保
に
関
わ
る
事

項
が
充
実
し
ま
し
た
。
ま
た
、
土
砂
災
害

警
戒
情
報
の
提
供
、
指
定
河
川
洪
水
予
報

の
見
直
し
、
気
象
警
報
等
の
市
町
村
単
位

で
の
発
表
、特
別
警
報
の
運
用
開
始
な
ど
、

防
災
気
象
情
報
の
改
善
や
新
た
な
情
報
の

提
供
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
平
成
25
年
度
に
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。3

． 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
定
の

ポ
イ
ン
ト

今
回
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
定
の
主
な
ポ

イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

＜

ポ
イ
ン
ト
1＞

　

市
町
村
の
責
務
を
あ

ら
た
め
て
整
理

今
回
、
市
町
村
の
責
務
を
次
の
よ
う
に

あ
ら
た
め
て
整
理
し
ま
し
た
。

・ 

一
人
ひ
と
り
の
命
を
守
る
責
任
は
行
政　

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
最
終
的
に
は
個　

人
に
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
市
町
村　

が
発
令
す
る
避
難
勧
告
等
に
は
強
制
力　

は
伴
っ
て
い
な
い
こ
と
。

・ 

住
民
の
生
命
、
身
体
を
保
護
す
る
た
め　

に
行
う
べ
き
市
町
村
の
責
務
は
、
住
民　

一
人
ひ
と
り
が
避
難
行
動
を
と
る
判
断　

が
で
き
る
知
識
と
情
報
を
提
供
す
る
こ　

と
。

ま
た
、
各
人
の
避
難
行
動
の
原
則
（
例

え
ば
、
激
し
い
降
雨
時
に
は
、
河
川
に
近

づ
か
な
い
と
い
っ
た
基
本
的
な
対
応
）
に

つ
い
て
も
列
記
し
、
住
民
一
人
ひ
と
り
に

周
知
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

＜

ポ
イ
ン
ト
2＞

　
「
避
難
」
に
関
す
る

考
え
方
を
あ
ら
た
め
て
整
理

ま
ず
「
避
難
」
は
、
数
分
か
ら
数
時
間

後
に
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
自
然
災
害
か

ら
「
命
を
守
る
た
め
の
行
動
」
で
あ
る
こ

と
を
あ
ら
た
め
て
定
義
し
、
次
の
す
べ
て

の
行
動
を
避
難
行
動
と
し
ま
し
た
。

・ 

指
定
避
難
場
所
へ
の
移
動

・ （
自
宅
等
か
ら
移
動
し
て
の
）
安
全
な　

場
所
へ
の
移
動
（
公
園
、友
人
の
家
等
）

・ 

近
隣
の
高
い
建
物
等
へ
の
移
動

・ 

建
物
内
の
安
全
な
場
所
で
の
待
避

こ
の
よ
う
に
、
従
来
は
自
宅
等
か
ら
離

れ
、
体
育
館
や
公
民
館
と
い
っ
た
公
的
施

設
へ
待
避
す
る
こ
と
（
立
ち
退
き
避
難
）

の
み
を
避
難
行
動
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

家
屋
内
に
留
ま
っ
て
安
全
を
確
保
す
る
こ

と
（
屋
内
安
全
確
保
）
も
、
避
難
行
動
の

一
つ
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
災
害
種
別
毎
に
、
命
を
脅
か
す

危
険
性
が
あ
る
事
象
、
立
ち
退
き
避
難
が

必
要
な
区
域
の
考
え
方
を
示
し
ま
し
た
。

な
お
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
で
示
し
て

い
る
、
立
ち
退
き
避
難
が
必
要
な
区
域
は

次
の
と
お
り
で
す
。

避難勧告等の判断・伝達マニュアル
作成ガイドライン（案）について
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内閣府（防災担当）

政策解説
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政 策

・ 

水
害
…
大
き
な
河
川
の
堤
防
沿
い
、　　

山
間
部
の
川
の
流
れ
が
速
い
と
こ
ろ
の　

川
岸
、
浸
水
深
が
深
い
と
こ
ろ
（
平
屋　

家
屋
で
床
上
浸
水
、
2
階
建
て
で
2
階　

以
上
等
）、
地
下
・
半
地
下
部
分
、
ゼ　

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
よ
う
に
浸
水
が
長　

時
間
継
続
す
る
と
こ
ろ
（
図
1
）

・ 

土
砂
災
害
…
土
砂
災
害
に
よ
り
被
害
が　

想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ

・ 

高
潮
災
害
…
高
潮
に
よ
り
浸
水
が
想
定　

さ
れ
る
と
こ
ろ

・ 

津
波
災
害
…
津
波
が
到
達
す
る
範
囲
す　

べ
て

そ
し
て
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
の
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
が
、
市
町
村
が
〝
空
振
り

を
お
そ
れ
ず
〞
避
難
勧
告
等
を
早
め
に
出

す
こ
と
を
基
本
と
し
た
点
で
す
。

例
え
ば
、
も
し
夜
間
や
早
朝
に
避
難
が

必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、

市
町
村
は
「
避
難
準
備
情
報
」
を
発
令
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

＜

ポ
イ
ン
ト
3＞

　

避

難
勧
告
等
の
判
断
基
準

を
わ
か
り
や
す
く
設
定

市
町
村
は
、
災
害
種

別
毎
に
避
難
勧
告
等
を

発
令
し
、
対
象
地
域
に

お
い
て
、
立
ち
退
き
避

難
が
必
要
な
住
民
等
と

屋
内
安
全
確
保
が
必
要

な
住
民
等
の
両
者
に
そ

れ
ぞ
れ
の
避
難
行
動
を

と
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

示
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
市
町
村

が
、
立
ち
退
き
避
難
が

必
要
な
住
民
等
に
求
め

る
避
難
行
動
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
表
1
）

ま
た
、
避
難
勧
告
等
の
判
断
基
準
を
可

能
な
限
り
定
量
的
か
つ
わ
か
り
や
す
い
指

標
で
示
し
、
判
断
の
た
め
に
参
照
す
る
情

報
を
具
体
的
に
示
し
ま
し
た
。

【
避
難
勧
告
等
を
発
令
す
る
際
の

主
な
判
断
基
準
の
設
定
例
】

・ 

水
害
…
は
ん
濫
危
険
水
位
に
到

達
等

・ 

土
砂
災
害
…
土
砂
災
害
警
戒
情

報
の
発
表
等

・ 

高
潮
災
害
…
高
潮
警
報
の
発
表

等

 （
※
津
波
災
害
は
警
報
等
が
出

れ
ば
全
て
避
難
指
示
）

【
避
難
勧
告
等
を
発
令
す
る
際
に

参
照
す
る
情
報
】

・ 

気
象
情
報
…
防
災
情
報
提
供
シ

ス
テ
ム
（
気
象
庁
）

・ 

河
川
の
水
位
等
…
川
の
防
災
情

報
（
国
土
交
通
省
）
等

さ
ら
に
、
避
難
勧
告
等
の
発
令

基
準
の
設
定
や
市
町
村
が
防
災
体

制
に
入
っ
た
段
階
で
の
防
災
気
象

情
報
の
分
析
に
つ
い
て
、
助
言
を

求
め
る
専
門
機
関
（
国
土
交
通
省

の
河
川
事
務
所
等
や
各
都
道
府
県

の
県
土
整
備
事
務
所
等
）
を
災
害

毎
に
明
示
し
ま
し
た
。

＜

ポ
イ
ン
ト
4＞

　

市
町
村
の
防
災
体
制

の
考
え
方
を
例
示

市
町
村
の
防
災
体
制
の
移
行
段
階
に
関

す
る
基
本
的
な
考
え
方
の
例
を
示
し
ま
し

た
。例
え
ば
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

ᅗ㸯 Ỉᐖ㑊㞴່࿌➼ࡢᑐ㇟ࡿࡍ༊ᇦ㑊㞴⾜ື࡚࠸ࡘ 

ᾐỈ῝ࡀὸ࠸

ᾐ水῝䛜῝䛔

避難່࿌➼䛾
ᑐ㇟༊ᇦ

Ἑ川䛻䛚䛔䛶避難່࿌➼䛾ᑐ㇟䛸する༊ᇦ䛸避難行動䛻䛴䛔䛶

䞉ᕷ⏫ᮧ䛿䚸水害䛾ྍ⬟ᛶ䛾䛒る⠊ᅖయ䜢ᑐ㇟䛻避難່࿌➼䜢Ⓨ௧する䚹

䞉ྛே䛿䚸ὥ水䝝䝄䞊䝗䝬䝑䝥䜢ᇶ䛻䚸❧䛱㏥䛝避難䛜ᚲせな場所な䛾䛛䚸ୖ階䜈䛾⛣動➼䛾ᒇෆᏳ☜ಖ䛷䛾危険䜢⬣䛛䛥
䜜るྍ⬟ᛶ䛜な䛔場所な䛾䛛䜢䛒䜙䛛䛨䜑☜ㄆ䞉ㄆ㆑し䚸避難行動䜢䛸る䚹

❧䛱㏥䛝避難

❧䛱㏥䛝避難

❧䛱㏥䛝避難

ᒇෆᏳ☜ಖ

ᒇෆᏳ☜ಖ
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■図１　水害時に避難勧告等の対象とする区域と避難行動について
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■表１　避難勧告等により立ち退き避難が必要な住民に求める行動
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市
町
村
は
段
階
に
応
じ
て
次
の
よ
う
な
防

災
体
制
を
と
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

・ 

大
雨
注
意
報
が
発
表
…
連
絡
要
員
を
配　

置
し
、
気
象
状
況
を
見
守
る
体
制

・ 
大
雨
警
報
が
発
表
…
市
町
村
長
等
が
登　

庁
し
、
避
難
勧
告
の
発
令
が
判
断
で
き　

る
体
制

・ 

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
出
…
防
災
対　

応
の
全
職
員
が
登
庁

＜

ポ
イ
ン
ト
5＞

　

住
民
に
避
難
行
動
を

認
識
し
て
も
ら
う
仕
組
み
を
提
案

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
で
は
、
住
民

一
人
ひ
と
り
に
、
自
宅
等
に
ど
の
災
害
の

リ
ス
ク
が
あ
り
、
避
難
勧
告
等
が
発
令
さ

れ
た
場
合
に
ど
の
よ
う
な
避
難
行
動
を
取

る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
認
識

し
て
も
ら
う
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
、
建

物
毎
に
避
難
が
必
要
と
な
る
災
害
と
避
難

方
法
を
記
し
て
お
く
「
災
害
・
避
難
カ
ー

ド
」
を
提
案
し
て
い
ま
す
。（
図
2
）

市
町
村
が
作
成
す
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

等
を
基
に
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
こ

の
カ
ー
ド
を
記
入
す
る
よ
う
に
促
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

4
．
今
後
の
予
定

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
は
、
平
成
26
年

度
か
ら
試
行
し
ま
す
が
、
市
町
村
が
避
難

勧
告
等
の
基
準
を
検
討
す
る
に
は
防
災
関

係
機
関
と
の
調
整
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
1
〜
2
年
を
目
処
に
見
直
し
を
求
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
試
行
期
間
を
経

た
後
は
、
運
用
実
態
等
を
見
な
が
ら
、
必

要
に
応
じ
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
を
修

正
す
る
予
定
で
す
。

5
．
お
わ
り
に

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
で
は
、
住
民

一
人
ひ
と
り
が
災
害
毎
に
適
切
な
避
難
行

動
を
あ
ら
か
じ
め
認
識
し
、
い
ざ
と
い
う

時
に
自
ら
の
判
断
で
的
確
に
避
難
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
市
町
村
か
ら
の
適
時
、
適
切

な
避
難
勧
告
等
が
た
い
へ
ん
重
要
に
な
る

こ
と
か
ら
、
各
市
町
村
の
皆
様
に
は
、
本

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
の
内
容
を
一
度
ご

確
認
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

な
お
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
の
概

要
及
び
本
文
は
、
内
閣
府
（
防
災
担
当
）

の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.bousai.go.jp/oukyu/

hinankankoku/guideline/guideline_
2014.htm

l

ᅗ㸰 ⅏ᐖ࣭㑊㞴ࢻ࣮࢝㸦ࢪ࣮࣓㸧 

災害 避難行動 注視する情報 危険な状況

Ａ川 自宅２階 ○○観測所雨量 ○○ｍｍ

Ｂ川 ○○避難場所 ○○水位観測所 ○．○ｍ

土砂災害 無し

津波 無し

高潮 無し

࠙⅏ᐖ࣭㑊㞴ࡢࢻ࣮࢝グ㍕ࢪ࣮࣓㸸ۑۑᕷۑۑ⏫ۑۑ┠ࠚྕۑ␒ۑ

　◎
町
村
週
報
の
ご
購
読
◎

　「
町
村
週
報
」の
購
読
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

（kouhou@
zck.or.jp

）に
て
、
全
国
町
村

会
広
報
部
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

★
年
間
購
読
料
１
、５
０
０
円（
送
料
込
み
）

★
請
求
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
折

り
返
し
お
振
り
込
み
下
さ
い
。

平成26年 6 月 2 日　6第2881号

図２　災害・避難カード（イメージ）
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村
の
概
要

1
5
0
0
人
弱
と
青
森
県
で
最
も
人
口
の

少
な
い
本
村
は
、
津
軽
地
域
の
西
部
に
位
置

し
、
地
域
の
中
心
都
市
で
あ
る
弘
前
市
と
隣

接
し
て
い
ま
す
。
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
総
面

積
の
9
割
以
上
が
林
野
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
豊
か
な
津
軽
平
野
を

潤
す
岩
木
川
の
源
流
域
と
な
っ
て
お
り
、
現

在
は
東
北
地
方
で
も
有
数
の
大
き
さ
を
誇
る

「
津
軽
ダ
ム
（
津
軽
白
神
湖
）」
を
建
設
中
で

あ
り
、
平
成
28
年
の
完
成
に
向
け
て
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
村
の
南
西
部

に
は
日
本
で
初
め
て
世
界
自
然
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
白
神
山
地
が
広
が
っ
て
お
り
、「
世

界
遺
産
と
水
源
の
里
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
自
然
と
共
生
し
て
い
く
む
ら
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

観
光
の
夜
明
け

白
神
山
地
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目
指

す
運
動
が
活
発
化
す
る
前
、
村
を
訪
れ
る
観

光
客
は
年
間
数
万
人
程
度
で
し
た
が
、
そ
の

運
動
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
等
を
通
し
て
全
国
か

ら
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
り
、
そ
し
て
平

成
5
年
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
機
に
、
急

激
に
観
光
客
が
増
え
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
に

対
応
す
る
た
め
、
温
泉
付
き
宿
泊
施
設
や
物

産
施
設
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
学

習
施
設
な
ど
が
建
設
さ
れ
、
積
極
的
に
受
け

青森県

Ｎ

西目屋村

△ 

世
界
自
然
遺
産
白
神
山
地

現地レポート 地域資源を活かした活性化策

〜
白
神
山
地
×
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
〜

世
界
遺
産
と
水
源
の
里

西に
し

目め

屋や

村む
ら

青
森
県
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入
れ
態
勢
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
8
年
に
は
白
神
山
地
に
精
通
し
て
い

る
村
民
の
方
々
に
協
力
を
仰
ぎ
「
西
目
屋
村

観
光
ガ
イ
ド
会
」
が
設
立
さ
れ
、
こ
の
時
初

め
て
村
に
ガ
イ
ド
産
業
が
生
ま
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

遺
産
登
録
か
ら
約
10
年
が
経
過
し
た
頃
、

多
い
時
は
1
日
に
40
台
も
の
大
型
バ
ス
が
訪

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
年
間
の
観
光
客

数
も
60
万
人
を
超
え
る
よ
う
に
な
り
、
観
光

産
業
も
順
調
な
伸
び
を
示
し
て
い
く
反
面
、

新
た
な
問
題
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

本
村
に
は
観
光
客
が
最
も
訪
れ
る
「
暗
門

の
滝
歩
道
」
と
い
う
散
策
路
が
あ
り
、
数
あ

る
白
神
山
地
の
コ
ー
ス
の
中
で
も
唯
一
、
遺

産
地
域
内
に
気
軽
に
入
れ
る
コ
ー
ス
に
な
っ

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
観
光
客
も
多
く
訪
れ
、

特
に
夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
の
8
月
と
紅
葉
の
見

頃
を
迎
え
る
10
月
に
は
集
中
し
、
幅
狭
な
散

策
コ
ー
ス
に
お
け
る
危
険
度
の
高
ま
り
や
ブ

ナ
の
根
の
踏
み
荒
ら
し
に
よ
る
自
然
資
源
へ

の
負
荷
な
ど
の
懸
念
が
指
摘
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
雪
が
多
く
降
り
積
も
る
冬
に
つ

い
て
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
観
光
サ
ー
ビ
ス

は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
観

光
利
用
時
期
の
分
散
化
も
一
つ
の
課
題
と
し

て
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
平
成
16
年
度
か

ら
3
年
間
に
わ
た
り
環
境
省
の
支
援
を
受
け

て
、
県
境
で
隣
接
す
る
秋
田
県
藤
里
町
と
と

も
に
「
白
神
地
区
」
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
で
は
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に

な
っ
た
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉

も
、
当
時
は
村
に
全
く
浸
透
し
て
い
な
い
状

況
か
ら
、
当
事
業
3
か
年
は
あ
く
ま
で
も
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
本
格
稼
働
に
向
け
た

準
備
期
間
と
位
置
付
け
て
、
ま
ず
は
そ
の

基
盤
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
村
内
観
光
事
業
者

や
一
次
産
業
団
体
、
交
通
事
業
者
、
ガ
イ

ド
団
体
、
関
係
行
政
機
関
な
ど
を
構
成
員

と
し
て
協
議
会
を
設
立
。
地
域
に
は
ど
ん

な
資
源
が
あ
り
、
利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、

ま
た
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
の
か
の
現
状

調
査
に
よ
っ
て
、
自
然
資
源
や
人
文
系
資

源
、
年
中
行
事
な
ど
、
数
多
く
の
も
の
が

掘
り
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
既
存
の
ツ
ア
ー
の
受
け
入
れ
態
勢

と
し
て
は
、
旅
行
会
社
な
ど
が
必
要
と
す

る
ガ
イ
ド
の
斡
旋
手
配
に
多
く
は
と
ど

ま
っ
て
き
た
た
め
、「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し

て
の
提
供
は
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。内
容
は
、

山
登
り
や
自
然
散
策
が
大
半
で
、
自
然
と
触

れ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
夜
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
歴
史
伝
統
文
化
や
農
業
な
ど
と
の
連
携

し
た
食
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も
わ
ず
か

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
季
節
に
つ
い
て

は
冬
期
間
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
が
一
部

試
行
的
に
始
ま
っ
て
い
る
程
度
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、初
年
度
は
現
状
を
把
握
し
、

2
年
目
は
掘
り
起
こ
し
た
資
源
を
ベ
ー
ス
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

り
ん
ご
・
そ
ば
の
収
穫
体
験
や
山
菜
採
り
、

マ
タ
ギ
の
ミ
ニ
講
演
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
体

験
、
雪
中
鍋
、
地
元
の
伝
統
行
事
へ
の
参
加

な
ど
、こ
れ
ま
で
受
け
身
だ
っ
た
観
光
か
ら
、

△ 

暗
門
第
2
の
滝

△ 

り
ん
ご
収
穫
体
験

△ 

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル

体
験
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こ
ち
ら
か
ら
仕
掛
け
て
い
く
観
光
へ
徐
々
に

変
化
し
て
い
き
ま
す
。

3
年
目
の
最
終
年
度
は
主
に
ガ
イ
ド
の

ル
ー
ル
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。当
時
、

地
域
で
活
動
し
て
い
る
ガ
イ
ド
団
体
は
村
内

外
合
わ
せ
て
7
団
体
あ
り
、
総
人
数
は
50
人

を
超
え
て
い
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
に
よ
っ
て
説

明
や
対
応
が
違
う
と
い
う
声
も
寄
せ
ら
れ
て

お
り
、
ガ
イ
ド
の
技
術
・
知
識
は
様
々
で
し

た
。
そ
こ
で
、
お
客
様
に
遵
守
し
て
い
た
だ

く
事
項
や
ガ
イ
ド
自
身
の
留
意
事
項
、
ま
た

別
に
西
目
屋
村
・
藤
里
町
の
両
町
村
独
自
の

ル
ー
ル
を
そ
れ
ぞ
れ
策
定
し
、
地
域
内
の
共

通
認
識
を
整
理
し
、
そ
れ
が
現
在
も
運
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
3
か
年
に
わ

た
っ
て
進
め
て
き
た
こ
と
で
最
も
収
穫
が
あ

っ
た
の
は
、
地
域
の
横
断
的
な
メ
ン
バ
ー
が

一
堂
に
会
し
議
論
を
重
ね
た
こ
と
で
す
。
各

関
係
団
体
の
思
い
を
把
握
・
共
有
し
た
こ
と

は
、大
変
貴
重
な
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

県
を
ま
た
い
で
2
町
村
で
ス
タ
ー
ト
し
た

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
取
り
組
み
で
す
が
、

現
在
で
は
青
森
・
秋
田
両
県
の
8
市
町
村
が

構
成
員
と
な
る
「
環
白
神
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
協
議
会
」
と
し
て
白
神
山
地
全
体
で
よ

り
広
域
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

民
間
の
動
き
　
　

こ
の
よ
う
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
機
運
も

高
ま
り
、
村
内
唯
一
の
民
間
ガ
イ
ド
団
体
で

あ
る
「
白
神
マ
タ
ギ
舎
」
は
自
主
的
で
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る
活
動
が
認
め
ら
れ
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
優
秀
賞
（
環
境
省
）
や

地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰
団
体
表
彰
（
総

務
省
）を
受
賞
す
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。

白
神
山
地
の
伝
統
的
な
生
活
文
化
と
そ
の

基
盤
と
な
る
自
然
を
守
り
、
後
世
に
伝
え
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
同
社
は
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
一
般
の
方
を
対
象
に
白
神
山
地
本

来
の
自
然
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く「
山
歩
き
」

や
、
マ
タ
ギ
小
屋
に
泊
ま
り
、
山
の
生
活
を

体
験
す
る
「
山
暮
ら
し
体
験
」
を
柱
と
し
た

エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
主
な
活
動
と
し
て
お

り
、
そ
の
特
別
な
取
り
組
み
の
内
容
か
ら

フ
ァ
ン
も
多
く
、
県
内
外
か
ら
の
多
数
の
講

演
依
頼
を
受
け
た
り
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
注

目
度
も
高
く
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
に
出

演
し
た
り
す
る
な
ど
、
村
の
活
性
化
に
大
き

く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
以
外
の
民
間
の
動
き
も
近
年
は
注

目
さ
れ
て
お
り
、
村
内
の
空
き
家
を
改
修
し

た
隠
れ
家
風
の
喫
茶
店
が
話
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
特
に
女
性
の
方
々
に
人
気
で
、
落
ち

着
い
た
店
内
で
癒
し
の
空
間
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
大
自
然
を
有
効
活
用
し
た
ハ
チ

ミ
ツ
シ
ョ
ッ
プ
も
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
村
で
採
蜜
さ
れ
た
無
添
加
の
純
粋
な
ハ

チ
ミ
ツ
を
目
当
て
に
、
多
く
の
お
客
様
が
来

店
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
2
つ
の
お
店
は
い

ず
れ
も
村
外
の
方
が
村
に
店
舗
を
構
え
た

ケ
ー
ス
で
、
近
年
は
こ
う
し
た
地
域
外
か
ら

の
活
力
も
入
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
村
内
に
は
旅
行
事
業
者
は
な
く
、

ツ
ア
ー
を
企
画
・
実
施
す
る
に
は
こ
れ
ま
で

大
都
市
圏
の
事
業
者
と
の
や
り
と
り
で
し
た

が
、
最
近
で
は
隣
接
す
る
弘
前
市
の
旅
行
代

理
店
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
着
地
型
の
ツ
ア
ー

を
実
施
し
誘
客
を
進
め
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
観
光
に
限
っ
た
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
行
政
区
域
の
枠
を
超

え
て
、
そ
し
て
県
の
枠
も
超
え
て
広
域
で
の

動
き
が
活
発
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
以
前
か

ら
人
材
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
村
で
す

が
、
広
域
的
な
取
り
組
み
を
行
い
地
域
外
の

人
材
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
で

人
材
不
足
解
消
の
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

現
在
も
多
く
の
ガ
イ
ド
が
村
内
で
も
活
動

し
て
い
ま
す
が
、
年
々
高
齢
化
し
て
き
て
お

り
、後
継
者
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
業
と
し
て
の
主
な
活
動
期
間
は
春
か

ら
秋
の
半
年
間
に
限
ら
れ
る
た
め
、
ガ
イ
ド

業
の
み
を
生
業
と
す
る
ガ
イ
ド
は
ほ
ん
の
一

握
り
で
、
冬
期
間
は
別
の
仕
事
に
携
わ
っ
て

い
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
の
よ
う
な
現

状
か
ら
ガ
イ
ド
で
生
計
を
立
て
る
こ
と
は
容

易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
世

界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
20
年
が
過

ぎ
、
今
後
も
村
の
観
光
産
業
を
持
続
可
能
な

も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
白
神
山
地
の

自
然
や
文
化
を
伝
承
す
る
ガ
イ
ド
後
継
者
の

発
掘
・
育
成
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

他
に
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
自

然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
よ
り
も
さ
ら
に
奥
に
踏

み
込
ん
だ
「
白
神
ら
し
さ
」
を
提
供
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
村
に
訪
れ
る
方
々
が

△  

「
白
神
マ
タ
ギ
舎
」の
か
ん
じ
き
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

△ 

空
き
家
を
改
修
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
喫
茶
店

　（C
AFE 

Rural

）
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白
神
山
地
の
本
当
の
価
値
や
保
全
の
意
義
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
既
存
資

源
の
見
方
を
変
え
て
、
ま
だ
ま
だ
多
く
眠
っ

て
い
る
で
あ
ろ
う
潜
在
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
模
索

し
な
が
ら
、
観
光
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
で
は
「
世
界
遺
産
」
も
全
国
各
地
に
あ

り
、
決
し
て
珍
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

ぞ
れ
が
特
色
あ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
を
展
開

し
て
、
誘
客
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

西
目
屋
村
と
し
て
も
、
小
さ
な
村
で
あ
る

こ
と
を
利
点
と
し
、
世
界
自
然
遺
産
の
名
に

相
応
し
い
「
選
ば
れ
る
村
」
を
目
指
し
て
、

今
後
も
観
光
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

西
目
屋
村
長　

関　

和
典

全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進
連
盟
（
会

長
：
辻　

一
幸
山
梨
県
早
川
町
長
）
は
、
5

月
27
日
、
全
国
町
村
会
館
で
、
会
員
市
町
村

長
約
2
0
0
名
が
参
加
の
下
、
定
期
総
会
を

開
催
し
た
。

総
会
で
は
、
与
党
の
『
平
成
26
年
度
税
制

改
正
大
綱
』
で
、「
森
林
吸
収
源
対
策
及
び

地
方
の
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
財
源
の

確
保
」
に
つ
い
て
、「
財
政
面
で
の
対
応
、

森
林
整
備
等
に
要
す
る
費
用
を
国
民
全
体
で

負
担
す
る
措
置
等
、
新
た
な
仕
組
み
に
つ
い

て
専
門
の
検
討
チ
ー
ム
を
設
置
し
早
急
に
総

合
的
な
検
討
を
行
う
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、「
全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
に
関
す
る

意
見
」
を
採
択
し
た
。

総
会
で
は
、
来
賓
と
し
て
、
同
連
盟
の
顧

問
に
就
任
し
て
い
る
中
谷　

元 

衆
議
院
議

員
の
ほ
か
、
細
田
博
之 

衆
議
院
議
員
、
吉

野
正
芳 

衆
議
院
議
員
、
竹
下　

亘 

衆
議
院

議
員
、
後
藤
茂
之 

衆
議
院
議
員
、
青
木
一

彦 

参
議
院
議
員
、
斎
藤
洋
明 

衆
議
院
議
員

が
挨
拶
。
こ
れ
に
続
き
、
辻
会
長
が
挨
拶
し

た
後
、
意
見
内
容
（
①
二
酸
化
炭
素
排
出
源

を
課
税
対
象
と
す
る
新
た
な
税
財
源
と
し
て

「
全
国
森
林
環
境
税
」
を
創
設
し
、
国
民
的

支
援
の
仕
組
み
を
構
築
、
②
「
石
油
石
炭
税

の
税
率
の
特
例
措
置
」
に
よ
る
税
収
の
一
定

割
合
を
、
森
林
面
積
に
応
じ
て
譲
与
す
る
仕

組
み
の
構
築
、
③
「
財
政
面
で
の
対
応
」
と

し
て
、
特
に
森
林
の
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
条

件
不
利
地
域
等
に
お
け
る
、
森
林
所
有
者
の

実
質
的
な
負
担
を
求
め
な
い
措
置
の
構
築
）

の
実
現
に
向
け
て
、
地
元
選
出
の
国
会
議
員

等
に
対
し
、強
力
な
働
き
か
け
を
行
う
よ
う
、

出
席
の
市
町
村
長
に
呼
び
か
け
る
と
、
会
場

は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

総
会
終
了
後
、
連
盟
の
正
副
会
長
が
、
関

係
国
会
議
員
、
省
庁
等
に
対
し
、
要
請
活
動

を
実
施
し
た
ほ
か
、
総
会
に
出
席
し
た
市
町

村
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
地
元
選
出
の
国
会
議
員

に
対
し
、
要
請
活
動
を
行
っ
た
。

全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進
連
盟
定
期
総
会
を
開
催

のご加入がオススメです！
全国町村等職員の自動車共済 上乗せ  車両共済（保険）+

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と株式会社損害保険ジャパンとが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　詳細については、取扱代理店（千里）または損保ジャパンにお問い合わせください。

お見積りのご請求・お申し込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください。

●フリーダイヤル　0120-731-087　　　　　　　　　　　　　●FAX   03-3519-7325
〒100-0014　東京都千代田区永田町1-11-32　全国町村会館西館内

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

 〈車両保険引受保険会社〉 ㈱損害保険ジャパン団体・公務開発部第３課  03-3593-6456

(受付時間 月~金 9:30~17:00）

△ 

マ
タ
ギ
小
屋
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随 想

随随

想想

　

海
田
町
は
、
広
島
県
の
南
西
部
に
位
置

し
、
広
島
市
東
部
に
隣
接
す
る
町
域
13
・

81
㎢
、
人
口
約
2
万
9
千
人
の
町
で
す
。

周
囲
を
山
々
に
囲
ま
れ
市
街
地
の
中
央
を

瀬
野
川
が
流
れ
る
な
ど
豊
か
な
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
古
く
か
ら
西
国
街

道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
沿
道
に
は
県

重
要
文
化
財
の
旧
千
葉
家
住
宅
を
は
じ
め

往
時
の
町
並
み
の
面
影
を
残
す
建
物
が
今

で
も
所
々
に
残
っ
て
い
ま
す
。
臨
海
部
に

は
陸
上
自
衛
隊
海
田
市
駐
屯
地
が
あ
る
ほ

か
、
工
業
用
地
が
面
的
に
広
が
り
、
マ
ツ

ダ
の
自
動
車
関
連
企
業
等
が
数
多
く
立
地

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
と

呉
線
が
分
岐
し
、
国
道
2
号
と
国
道
31
号

が
交
わ
る
交
通
の
結
節
点
で
あ
り
、
利
便

性
・
立
地
性
に
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
教

育
施
設
や
医
療
機
関
が
充
実
し
て
い
ま

す
。

　

私
は
平
成
15
年
に
町
長
に
初
当
選
以
来

11
年
目
で
す
が
、
平
成
の
大
合
併
に
お
い

て
も
合
併
を
選
択
せ
ず
、
大
き
な
自
治
体

に
な
っ
て
は
で
き
な
い
こ
と
や
海
田
と
い

う
地
域
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
は
ま
だ
ま

だ
た
く
さ
ん
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
常

日
頃
か
ら
現
場
主
義
を
心
が
け
、
民
間
の

発
想
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
少
し
で

も
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
直
ぐ
に
現
地

に
駆
け
つ
け
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
場
面

で
住
民
の
生
の
声
を
聴
き
な
が
ら
町
政
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
町
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も

の
は
、
自
立
性
、
独
自
性
、
実
行
性
、
安

全
性
（
安
心
）
が
挙
げ
ら
れ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

こ
の
実
現
に
向
け
、
平
成
23
年
に
「
ひ

と
輝
く
・
四
季
彩
の
ま
ち　

か
い
た
」
と

題
し
た
「
第
4
次
海
田
町
総
合
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

わ
が
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
県
内
で
も
高

齢
化
率
が
低
く
、
出
生
率
も
高
い
ま
ち
で

す
が
、
そ
れ
で
も
少
子
高
齢
化
の
波
は
着

実
に
押
し
寄
せ
て
き
て
お
り
、　

こ
の
計

画
で
は
、
従
来
か
ら
の
都
市
基
盤
整
備
に

加
え
、
子
育
て
や
健
康
づ
く
り
を
重
点
施

策
と
し
て
掲
げ
、
そ
の
課
題
解
決
に
向
け

た
対
応
を
し
て
い
く
も
の
と
い
た
し
ま
し

た
。元

気
で
な
け
れ
ば
何
事
も
成
り
立
た
な

い
こ
と
か
ら
「
健
康
」
を
重
要
な
テ
ー
マ

と
し
て
位
置
づ
け
、
様
々
な
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、「
第
2

次
健
康
か
い
た
21
」
に
基
づ
き
、
自
然
環

境
を
生
か
し
た
瀬
野
川
の
河
川
敷
な
ど
を

活
用
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
に
よ
る

健
康
維
持
・
向
上
の
推
進
、
町
輩
出
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
第
1
号
の
織

田
幹
雄
氏
に
ち
な
ん
だ
各
種
ス
ポ
ー
ツ
交

流
を
通
じ
て
体
力
の
増
進
を
図
る
と
と
も

に
、
独
自
の
任
意
予
防
接
種
助
成
の
拡
大

を
は
じ
め
と
す
る
疾
病
予
防
な
ど
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
に
応
じ
た
健
康
づ

く
り
に
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た

め
、「
少
子
化
」
に
つ
い
て
も
重
要
な
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
、
出
生
率
の
向
上
に
向
け

て
の
不
妊
・
不
育
治
療
費
の
助
成
、
町
内

企
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
妊
婦
か
ら
中
学

生
ま
で
を
抱
え
る
世
帯
を
応
援
す
る
子
育

て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行
、
健
康
と
子

育
て
応
援
ま
つ
り「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
か
い
た
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
近
年
の
地

球
温
暖
化
に
よ
る
猛
暑
を
踏
ま
え
、
全
小

中
学
校
の
全
て
の
教
室
に
空
調
設
備
の
設

置
を
行
う
ほ
か
、
平
成
27
年
度
ま
で
に
学

校
施
設
の
耐
震
化
率
を
1
0
0
％
と
す
る

よ
う
教
育
環
境
の
整
備
充
実
を
図
っ
て
い

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

で
き
る
だ
け
町
独
自
の
施
策
を
盛
り
込

む
こ
と
に
よ
り
、
海
田
町
の
魅
力
と
し
て

発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
都
市
部
に
あ
り
な
が
ら
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
、「
住
ん
で
み
た
い
」「
住
ん

で
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
ま
ち
の
実
現
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山や
ま

岡お
か

　寛か
ん

次じ

広
島
県
海か

い

田た

町
長

健
康
で
子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
を
目
指
し
て


